
平成 25 年 12 月 26 日 

 

各    位 

会 社 名   株式会社フォーバル      

代表者名   代表取締役社長  中島 將典 

（ＪＡＳＤＡＱ ・ コード番号８２７５） 

問合せ先   取締役     加藤  康二 

電話 ０３-３４９８-１５４１    

     

過年度に係る有価証券報告書等の訂正報告書の提出及び 

過年度に係る決算短信等（訂正版）の公表について 

 

 当社は平成25年12月10日付「過年度有価証券報告書等、決算短信等の訂正に関するお知ら

せ」でお知らせいたしましたとおり、過去に公表いたしました連結財務諸表の訂正作業を進

めてまいりましたが、本日、下記のとおり過年度の有価証券報告書及び四半期報告書の訂正

報告書を提出するとともに、過年度の決算短信及び四半期決算短信の一部を訂正し公表いた

しましたので、お知らせいたします。 

なお、訂正後の連結財務諸表等につきましては、優成監査法人による監査を受けており、

改めて監査報告書等を添付しております。 

また、当社の子会社である株式会社フォーバルテレコム（東証マザーズ・9445、以下フォ

ーバルテレコム）においても同じく過年度の有価証券報告書及び四半期報告書の訂正報告書

を関東財務局に提出するとともに、過年度の決算短信及び四半期決算短信の一部を訂正し公

表いたしております。 

 

記 

１．本日提出した訂正報告書等 

 

有価証券報告書 第31期 （自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

第32期 （自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

第33期 （自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

四半期報告書  第31期第３四半期（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

第32期第１四半期（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

第32期第２四半期（自 平成23年７月１日 至 平成23年９月30日） 

第32期第３四半期（自 平成23年10月１日 至 平成23年12月31日） 

第33期第１四半期（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

第33期第２四半期（自 平成24年７月１日 至 平成24年９月30日） 

第33期第３四半期（自 平成24年10月１日 至 平成24年12月31日） 

第34期第１四半期（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

第34期第２四半期（自 平成25年７月１日 至 平成25年９月30日） 
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２．本日公表した訂正決算短信等 

 

決算短信    第31期 （自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

第32期 （自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

第33期 （自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）    

四半期決算短信 第31期第３四半期（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

第32期第１四半期（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

第32期第２四半期（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

第32期第３四半期（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

第33期第１四半期（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

第33期第２四半期（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

第33期第３四半期（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

第34期第１四半期（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

第34期第２四半期（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

 

３．訂正の経緯及び理由 

平成23年３月期第３四半期に、フォーバルテレコムの子会社株式会社トライ・エックスは、

その子会社であり債務超過が続いていたタクトシステム株式会社（以下タクトシステム）の

株式を、フォーバルテレコムへ全株式231株、１株当たり１円、譲渡価額総額231円で譲渡し

ました。一方、タクトシステムの連結上ののれんは当時266百万円あり、検討した結果その

連結上の評価は変更する必要がないと判断し、会計監査人にも伝え、その後も償却を続けて

おりました。 

これについて、会計監査人において過年度の会計処理を見直す機会があり、「連結財務諸

表における資本連結手続に関する実務指針」（会計制度委員会報告第７号）第32項（子会社

株式の減損処理により減損処理後の株式の簿価が連結上の子会社の資本の親会社持分額と

のれん未償却残高（借方）との合計額を下回った場合に、子会社株式の減損処理後の簿価と、

連結上の子会社の資本の親会社持分額とのれん未償却残高（借方）との合計額との差額のう

ち、のれん未償却残高（借方）に達するまでの金額についてのれん純借方残高から控除し、

連結損益計算書にのれん償却額として計上することを求めるものです）にならって、個別取

引での株式譲渡価額に基づいて連結上ののれんの評価を変更することが望ましく、平成23

年３月期第３四半期におけるのれんの評価を訂正すべきであるとの報告を、平成25年11月30

日に受けました。 

その内容をフォーバルテレコムおよび当社において慎重に検討した結果、取引発生年度に

遡ってのれんの評価を82百万円に修正し、特別損失としてのれん償却額183百万円を計上す

るとともに、その後ののれん償却額等もあわせて修正することとしました。 

 また、これにより平成 24 年３月期に将来の収益力が低下したとして行なったタクトシス

テムののれんの減損 57 百万円は、既にのれんの評価が減額すべき金額以下になっているこ

とから減損する必要がなくなり全額修正いたします。 

 

４．訂正による影響額の概要 

本訂正における影響額の概要は以下のとおりとなります。  

なお、フォーバルテレコムの修正金額とは持分の差異等で一致しない項目があります。 
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１）平成２３年３月期第３四半期における対象となるのれんの訂正  

訂正前 訂正後 影響額 

２６６百万円 ８２百万円 １８３百万円

影響額はのれん償却として当該決算期の特別損失として計上します。 

 

２）平成２４年３月期における対象となるのれんの減損の訂正 

訂正前 訂正後 影響額 

５７百万円 －百万円 ５７百万円

影響額は当該決算期の特別損失の減額といたします。 

 

３）平成２３年３月期以降の本件にかかるのれんの償却費の訂正 

 訂正前 訂正後 影響額 

平成２３年３月期 ３６百万円 ３０百万円  ６百万円

平成２４年３月期 ３６百万円 １１百万円 ２５百万円

平成２５年３月期 ２７百万円 １１百万円 １５百万円

平成２６年３月期 １３百万円  ５百万円  ７百万円

 影響額は当該決算期の販売費及び一般管理費の減額といたします。 

 

以上の修正を受け少数株主持分も変動することから連結業績への影響額は以下のように

なります。なお、売上高の訂正はないため、記載しておりません。 

 

（金額単位：百万円） 

 項目 訂正前 訂正後 影響額 影響率 

営業利益 ３３６ ３３６ － －

経常利益 ３３６ ３３６ － －

四半期純利益 ２０１ ６３ △１３８ △68.52％

総資産 １５，１９０ １５，００７ △１８３ △1.21％

平成２３年３月期 

第３四半期累計 

純資産 ５，３７５ ５，１９２ △１８３ △3.41％

 

営業利益 ６８１ ６８７ ６ 0.93％

経常利益 ６６５ ６７１ ６ 0.95％

当期純利益 ４６４ ３３１    △１３３ △28.72％

総資産 １６，２７７ １６，１００ △１７６ △1.09％

平成２３年３月期 

通      期 

純資産 ５，７１４ ５，５３７ △１７６ △3.10％

 

営業利益 ２０ ２６ ６ 31.14％

経常利益 ３８ ４４ ６ 16.36％

四半期純利益 ４ ９ ４ 102.07％

総資産 １５，５０４ １５，３３３ △１７０ △1.10％

平成２４年３月期 

第１四半期累計 

純資産 ５，６５９ ５，４８８ △１７０ △3.02％
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 項目 訂正前 訂正後 影響額 影響率 

営業利益 ２９６ ３０８ １２ 4.27％

経常利益 ３０５ ３１８ １２ 4.14％

四半期純利益 ２３６ ２４６ ９ 4.03％

総資産 １５，７５７ １５，５９３ △１６４ △1.04％

平成２４年３月期 

第２四半期累計 

純資産 ５，８１４ ５，６５０ △１６４ △2.83％

 

営業利益 ４１５ ４３４ １８ 4.56％

経常利益 ４２５ ４４４ １８ 4.45％

四半期純利益 ２８５ ２９９ １４ 5.01％

総資産 １４，８２０ １４，６６２ △１５８ △1.07％

平成２４年３月期 

第３四半期累計 

純資産 ５，５１７ ５，３５９ △１５８ △2.86％

 

営業利益 ８４３ ８６９     ２５   3.00％

経常利益 ８４６ ８７１ ２５ 2.99％

当期純利益 ５８７ ６４９ ６２ 10.60％

総資産 １６，２２４ １６，１２９     △９４ △0.58％

平成２４年３月期 

通      期 

純資産 ５，８２３ ５，７２８ △９４ △1.62％

 

営業利益 １２６ １３０ ３ 3.12％

経常利益 １６５ １６９ ３ 2.38％

四半期純利益 ７７ ８０ ２ 3.81％

総資産 １３，９７２ １３，８８１ △９０ △0.65％

平成２５年３月期 

第１四半期累計 

純資産 ５，５７６ ５，４８５ △９０ △1.62％

 

営業利益 ４８５ ４９３ ７ 1.62％

経常利益 ５２５ ５３３ ７ 1.50％

四半期純利益 ２１７ ２２３ ５ 2.72％

総資産 １４，７７９ １４，６９２ △８６ △0.59％

平成２５年３月期 

第２四半期累計 

純資産 ５，９６３ ５，８７６ △８６ △1.45％

 

営業利益 ６３０ ６４１ １１ 1.87％

経常利益 ７１４ ７２６ １１ 1.65％

四半期純利益 ３６６ ３７５ ８ 2.43％

総資産 １４，５３９ １４，４５６ △８２ △0.57％

平成２５年３月期 

第３四半期累計 

純資産 ６，２２９ ６，１４６ △８２ △1.33％

 

営業利益 １，１６４ １，１８０     １５ 1.35％

経常利益 １，２１６ １，２３２ １５ 1.29％

当期純利益 ７８０ ７９１ １１ 1.52％

総資産 １６，６７４   １６，５９６    △７８ △0.47％

平成２５年３月期 

通      期 

純資産    ６，２５９ ６，１８０ △７８ △1.26％
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 項目 訂正前 訂正後 影響額 影響率 

営業利益 １６８ １７２ ３ 2.33％

経常利益 １９３ １９７ ３ 2.04％

四半期純利益 ３３０ ３３３ ２ 0.90％

総資産 １４，１１７ １４，０４２ △７４ △0.53％

平成２６年３月期 

第１四半期累計 

純資産 ６，１１０ ６，０３６ △７４ △1.22％

 

営業利益 ５６１ ５６９      ７ 1.40％

経常利益 ５６５ ５７３ ７ 1.39％

四半期純利益 ４８９ ４９５ ５ 1.21％

総資産 １４，５７０ １４，４９９         △７０ △0.49％

平成２６年３月期 

第２四半期累計 

純資産 ６，３００ ６，２２９ △７０ △1.12％

注）平成25年12月10日付「過年度有価証券報告書等、決算短信等の訂正に関するお知らせ」に

おいてご報告した数値に変更はありません。 

 

５．再発防止について 

今回の過年度の決算を訂正する事態を真摯に受け止め、子会社フォーバルテレコムにおい

ては以下に掲げる再発防止策を確実に実行してまいります。 

 

１）類似取引発生時の対応について 

今回の決算訂正の対象となった株式異動取引の類似取引が発生した場合に備え、「連結財

務諸表における資本連結手続に関する実務指針」（会計制度委員会報告第７号）第32項に関

し、想定しうる課題の検証を経理部門の決算処理手順書における確認事項として追加します。 

 

２）複雑な連結決算処理に関する専門知識の強化 

今回の決算訂正の対象となった株式異動のように、グループ内再編やＭ＆Ａが連結決算に

複雑に影響する場合でも、より適切な処理の判断ができるよう、経理部門の各担当者は公益

財団法人財務会計基準機構や監査法人等が主催するセミナーに今まで以上に積極的に参加

し、複雑な連結決算処理に関する専門知識の底上げを図ります。 

 

３）重要な非経常取引の検討過程における社外専門家からの意見聴取の徹底 

重要な非経常取引の検討過程において、より適切な会計処理の判断ができるよう、今まで

以上に幅広く複数の社外専門家（公認会計士、税理士、弁護士）から意見を聴取し、採り得

る会計処理等の可能性を徹底的に究明するとともに、必要に応じて意見書を入手いたします。 

 

また、当社においてもこれまで以上の深度をもって子会社における検討状況を調査・確認

するよう、一層の徹底を図ります。 

 

 

以  上
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